
 1 

2011年 4月 11日福島県浜通りの地震に伴う湯ノ岳・藤原断層の地表変位ベクトル 

（速報） 

 

産業技術総合研究所 活断層・地震研究センター 

粟田泰夫・楮原京子・杉山雄一・吉岡敏和・吾妻 崇・安藤亮輔・丸山 正 

 

 2011年 4月 11日福島県浜通りの地震（Mj 7.0, Mw 6.6）に伴って，既知の活断層である

井戸沢断層付近と湯ノ岳断層付近に顕著な地震断層が出現している（黒澤ほか，2011；阿

南ほか，2011 など）．このうち，湯ノ岳断層付近にあらわれた地震断層について，巻き尺と

クリノメーターによる地表変位ベクトルの計測を，4月 21日から 30日の間に行った．主な

結果は以下の通りである． 

 

１）地震断層は，長さ 15.6 kmであり，いわき市遠野町入遠野白鳥付近（37°3.94’N, 140°

40.59’E）から常磐白鳥町礼堂付近（36°59.16’N, 140°49.91’E）まで延びる（図

1）． 

２）断層の走向は N60°W（300°）程度であり，南西落ちの正断層で，左横ずれを伴う． 

３）地表での変位量（ネット）は断層主部では約 50-75cm（ネット）であり，断層北西部の

約 4-5km区間では徐々に，また南東部の約 1km 区間では急に変位量が減少する（図 2）．

変位量の鉛直成分および水平成分も，同様の分布傾向を示す． 

４）変位ベクトルの向きは方位角が 195°程度と揃っているが，南東端では 150°程度に変

化する．また，伏角は 30-60°程度であるが，南東端では 50-80°程度と急になる（図

3）．  

５）地震断層の南東部では，主断層に長さ約 0.8 km のギャップが認められる．ギャップの

北西端と，南東端より約 0.5km南東からは， 2条の副断層が北東方向に派生している．

これらの副断層に挾まれた主断層北東側の地域は，相対的な凹地となっている． 

６）地震断層は，概ね，既存の地質断層である湯ノ岳・藤原断層など（須貝ほか，1957；

加納ほか，1973）に沿って出現している．また，中田・今泉編（2002）による活断層と

は，北西部の約 2.5 km区間でほぼ一致し，中部の約 7 km区間ではその北東側 250-500 

m付近を併走しているが，南東部の約 6km 区間では活断層は知られていなかった． 

７）遠野町入遠野の越台南方では，上記の地震断層の南南西約 1 kmにある道路（37°3.22’N, 

140°41.60’E）と畑において，数 cm以下の右ずれと西落ちの変位を伴う NE-SW走向の

地震断層が発見された．この地震断層は，既存の地質断層である井戸沢断層の北端部付

近（加納ほか，1973）に位置する． 
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図１ 2011年 4月 11日福島県浜通りの地震に伴う地震断層の分布と 

湯ノ岳・藤原断層に沿った地表変位ベクトル 

活断層の分布は，中田・今泉編（2002）による．南東部の約 4 km区間では全区間を連続し

て踏査し，その他の区間では 0.3-1.3 km毎に地震断層の確認と変位ベクトルの計測を実施

した．塩ノ平断層は，石山ほか（2011）が命名．地形基図は，国土地理院発行の 5万分の 1

地形図「平」，「竹貫」，「小名浜」および「川部」を使用した． 
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図２ 湯ノ岳・藤原断層に沿った地震断層の変位量分布 

北西端を距離 0 kmとする． 
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図３ 湯ノ岳・藤原断層に沿った地震断層の変位ベクトルと断層の走向 

北西端を距離 0 kmとする． 
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写真 1：遠野町入遠野白鳥の北方約 0.2km（37°3.86’N，140°41.21’E）わずかな左横ず

れと南北伸張を伴う断層が道路を横断．N31°E方向のガードレールが 2cm引き延ばされた． 

 

 

写真 2：遠野町入遠野官沢の付近（37°3.74’N，140°41.69’E）南西下がり 15cmの断層

変位のために水田が２分された．畦道のずれは，左ずれ 15cmと水平伸張 20cm 
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写真 3：遠野町入遠野天王の付近（37°3.46’N，140°42.41’E）幅約 30mの断層帯によっ

て，道路が南西下がりに変形．4条の亀裂による左ずれ・水平伸張はそれぞれ約 10cm． 

 

 

写真 4：遠野町入遠野東山の北東 0.5km（37°3.16’N，140°43.03’E） 大山祇神社脇の

で，幅 15m以上にわたってコンクリート舗装が破損．3 条の亀裂に水平伸張と左ずれ． 
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写真 5：遠野町上根本折松の東北東 0.2km（37°2.75’N，140°44.10’E） 杉林と林道を

横切って，比高 60cm前後の断層崖が連続．水平伸張約 40cmとわずかな左ずれを計測． 

 

 

写真 6：遠野町上根本堂ノ越の東北東 0.2km（37°2.32’N，140°44.86’E） 杉林の中に

幅数 mの断層帯広がる．個々の亀裂は，南西落ちで，水平伸張と左ずれが計測できた． 
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写真 7：遠野町深山田鷹ノ巣の北北東 0.4km（37°1.89’N，140°45.53’E） 急斜面の杉

林の中に１条の地震断層．北東方では簡易水道の施設が断層により一部破損． 

 

 

写真 8：常磐藤原町小幡の西北西 1.4km（37°1.28’N，140°46.86’E）雑木林のジグソー

クラックを基準に，ネット変位量 62cm・方位角 228°・伏角 40°の変位ベクトルを計測． 
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写真 9：常磐藤原町小幡の北西 0.7km（37°0.98’N，140°47.21’E）断層の走向 280°に

対して変位ベクトルの方位角は 182°．このため，右横ずれ成分を伴う 

 

写真 10：常磐藤原町阿良田の北西部（37°0.31’N，140°48.13’E）水田にあらわれた地

震断層．幅 2-3mの撓曲変形と，撓曲帯の肩に沿った開口亀裂が典型的にあらわれている． 
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写真 11：常磐藤原町阿良田の北東 0.3km（37°0.40’N，140°48.40’E）副断層 1．断層の

走向は NE-SWで，変位ベクトルの方位は SSE．このため，右ずれ成分が顕著に見られる． 

 

 

写真 12：常磐藤原町源内の南西（36°59.71’N，140°48.91’E）写真手前に主断層に沿っ

た撓曲変形．写真奥の坂道に派生する副断層 2（赤色と黄色のコーンの間）． 
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写真 13：常磐藤原町別所の付近（36°59.87’N，140°49.17’E） 

副断層 2．NE-SW走向で，北西側下がりを示す 

 

 

写真 14：常磐藤原町松本の付近（36°59.44’N，140°49.40’E）建徳寺の境内を地震断層

が横切る．南西下がり 50cm で，水平伸張を伴う． 
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写真 15：常磐藤原町松本の南東 0.8km（36°59.18’N，140°49.78’E）地震断層の南東端

に掛けて，変位量は小さくなる．水田の鉛直変位は 20-30cm。背後に湯ノ岳を望む． 

 

 

写真 16：常磐藤原町礼堂の南 0.3km（36°59.17’N，140°49.84’E）確実な地震断層の南

東端付近．水田の右（南西）側が低下した．断層と交差する水路は数 cm引き伸ばされた． 
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写真 17：遠野町入遠野越台の南南東 0.4km（37°3.22’N，140°41.60’E）井戸沢断層の

北方延長に当たる地点で，道路を横切る NW-SE方向の幅 30mの断層帯が認められた． 

 

 

写真 18：遠野町入遠野越台の南南東 0.4km（37°3.22’N，140°41.60’E）写真 17地点の

一部拡大．ジグソークラックの圧縮・伸張パターンから右横ずれが読み取れる． 


